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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
時宗 恒雄

人々の暮らしを地下から支える、環境にやさしいものづくりをする
物心両面の幸福を追求し、

ここで働いてよかったと言える会社を目指す
創業80年を迎えたが、売上が伸び悩んでいる。単純に売上という数字を伸ばすのではなく、客先だけではなく、
その先の人々の暮らしや社会全体が良くなること、また従業員の幸せと自己実現のために100億を目指します。

• 3年後の新製品を皮切りに、次々と新製品を開発し、新事業を
始めて2035年に100億達成を目指す。

• 人々の生活やインフラを守るのと、環境を守るのを両立させる。
• 工場の内外を緑化し、見学者が来るような工場を目指す。

• 現状の製品群では建設需要に伴って売上の波があるので、そこ
から脱却する事が課題である。

• 製造の段階において、環境に対してできる事を追求できていな
い。環境整備ができていない。

• 会社の理念や方針が全従業員に浸透できていない。主力製品ハンマーグラブの整備作業

〇本社所在地:兵庫県加東市
〇事業概要:

基礎工事用建設機械製造販売
〇常時使用する従業員:110名
（2026年3月時点）
〇現在の売上高:37億円
（ 2026年3月期）
〇法人番号:9140001075168
〇Web:
https://www.sanwakikoh.co.jp/

三和機工株式会社（製造業）

• 新製品に関しては施工会社で実証して製品化の精度を上げ、需
要はあるが高価になりそうな製品については、レンタルという
選択肢を用意する。

• 環境配慮型の新製品については、社内だけではなく、社外の専
門業者とのコラボにより開発を進める。

• その後も基礎工事にこだわらず、環境配慮型の製品を順次投入
していく。

• 三和機工単体での達成を目指す。
• 海外からの輸入に頼っている製品、安全性を考慮したこれまで
にない製品などを手掛ける。

• 縮小傾向であったレンタル業も、これまで扱ってきた製品にと
らわれずに、ニーズのあるもの、社会にとって意義のあるもの
を扱う。

• 脱炭素社会に向け、3年後にはエンジンを使用しない機械の実
用化を実現する。

企業ロゴ



売上高100億円実現の目標と課題

• せっかくメーカー、施工会社、レンタル会社という関連会社がそろっているのに、現状はその利点を生かし切れていない。
• 建設業というのは環境を破壊する側面があるが、人々の生活やインフラを守るのと環境を守る事を両立させる。具体的には、環境に関する社会課題を深掘りして、新製品や
新事業につなげる。それにより、石油資源に頼らない循環する社会を目指す。

• 工場の環境整備を徹底して工場の外だけではなく、工場の中も緑化する。職場環境を整備する事によって、やりがいやモチベーションを高める。
• 会社の目標に対して全員がやるべき事が分かっている、全員参加の会社にする。
• 仕入先も客先も高齢化での後継者不足が増えてきているので、そういった会社のM&Aも視野に入れる。

100億
達成

三和機工株式会社（製造業）
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